
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

参
議
院
経
済
産
業
委
員
会

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

新
た
に
規
制
の
対
象
と
な
る
中
小
事
業
者
・
建
築
主
等
に
対
し
て
法
改
正
の
趣
旨
・
内
容
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
の
者
の
実
情
に
十
分
配
慮
し
、
過
度
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
可
能
な
限
り
手
続
の
簡
素
化

等
を
図
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
が
不
十
分
な
事
業
者
・
建
築
主
等
に
対
し
積
極
的
に
改
善
を
求
め
る

な
ど
厳
正
な
法
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

二

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
更
に
行
う
余
地
が
比
較
的
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
中
小
事
業
者
に
対
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
係
る
情
報
提
供
、
省
エ
ネ
診
断
の
普
及
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
事
業
と
し
て
推
進
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
エ
ス
コ
）
事
業
の
活

用
等
の
取
組
を
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、
中
小
規
模
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
住
宅
に
つ
い
て
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

組
が
進
む
よ
う
、
支
援
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

三

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確
保
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
全
般
に
わ
た
る
取
組
が
重
要

で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
革
新
的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
等
を
内
容
と
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
計

画
の
達
成
に
向
け
て
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
原
子
力
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
、
導
入
及
び

利
用
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

四

気
候
変
動
に
関
す
る
将
来
の
国
際
的
な
枠
組
み
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
す
べ
て
の
主
要
排
出
国
が
参
加
し
世
界
全
体
と

し
て
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
効
果
的
な
排
出
削
減
を
実
現
で
き
る
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、
粘
り
強
い
外
交
努
力
を
続
け

て
い
く
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


